
在
関
東
昭
和
30
年
卒
同
期
会

滝
本 

佳
一（
昭
和
30
年
卒
）

　

我
々
在
関
東
同
期
会
は
金
蘭
会
東

京
支
部
長
の
小
田
切
君
を
含
め
五
十

数
名
で
、こ
こ
十
年
は
毎
年
六
月
に
東

京
住
友
ク
ラ
ブ
で
実
施
し
て
い
る
。出

席
者
は
二
十
名
前
後
で
、昼
の
会
食
だ

が
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
る
の
で
、誇
り
高

い
大
手
前
高
校
時
代
の
青
春
に
戻
り

結
構
な
盛
り
上
が
り
で
あ
る
。朝
日
カ

ル
チ
ャ
ー
教
室
で
英
文
翻
訳
を
教
え

て
い
る
Ｋ
さ
ん
、古
事
記
の
素
読
教
室

を
開
催
し
て
い
る
Ｓ
君
等
知
的
活
動

も
盛
ん
。長
年
奥
さ
ん
の
介
護
を
続
け

な
が
ら
、苦
労
を
感
じ
さ
せ
な
い
穏
や

か
な
話
し
ぶ
り
の
Ｆ
君
に
は
敬
服
。異

才
の
人
Ｏ
君
は
会
社
勤
め
を
早
々
と

辞
め
、現
役
の
歯
科
医
と
し
て
活
躍

中
。元
日
本
油
脂
の
Ｓ
君
は
洗
顔
石
鹸

製
造
販
売
会
社
を
立
ち
上
げ
、肌
が
一

段
と
美
し
く
な
る
石
鹸
の
お
土
産
は

女
性
に
大
人
気
。名
カ
メ
ラ
マ
ン
Ｔ
君

の
存
在
も
大
き
い
。著
名
な
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
Ｓ
さ
ん
は
日
程
不
都
合
で
出
席

で
き
な
い
が
、一
同
再
会
の
機
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。　　
　
　

学
年
会
に
名
前
を
つ
け
れ
ば

青
柳 
登(
昭
和
53
年
卒)

　

我
々
の
年
代
も
諸
先
輩
方
と
同
様
、

一
昨
年
の
如
水
会
館
で
の
総
会
の
当
番

幹
事
を
契
機
に
学
年
会
を
開
催
す
る
よ

　

第
86
回
金
蘭
会
東
京
支
部
総
会
は
、7

月
18
日（
日
）新
宿
副
都
心
の
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
１
８
３
名
。ゲ
ス
ト

と
し
て
大
阪
か
ら
安
橋
金
蘭
会
長
、原
田

大
手
前
高
校
校
長
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

最
高
齢
の
参
加
者
は
昭
和
４
年
卒
業

の
堀
朝
子
さ
ん
で
し
た
。今
年
99
歳
に
な

ら
れ
た
堀
さ
ん
は
、会
場
か
ら
の
白
寿
の

祝
福
に
元
気
に
応
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は『
と
も
ち
ゃ
ん

の
大
手
前
な
う
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

現
役
大
手
前
高
校
生
の
学
校
生
活
を
ビ

デ
オ
撮
影
し
た
も
の
を
上
映
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

た
女
子
高
校
生
の
目
を
通
じ
て
、現
在
の

校
舎
を
巡
り
、コ
ー
ラ
ス
大
会
な
ど
の
学

校
行
事
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

編集・発行／金蘭会東京支部（大阪府立大手前高等学校同窓会）
事務室／阪本弁護士事務所内
〒 104-0061　東京都中央区銀座 6-7-2　みつわビル 3F
ホームページ／ www4.airnet.ne.jp/t-kinran/

支
部
総
会
は
新
宿
な
う
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「
大
手
前
な
う
」
制
作
・
上
映

小
林 

悦
子
（
昭
和
54
年
卒
）

　

第
86
回
総
会
幹
事
は
、当
初
女
性
3
人

の
み
の
不
安
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、大

阪
で
の
学
年
同
窓
会（
約
2
0
0
名
参

加
）で
参
加
協
力
を
呼
び
か
け
た
こ
と
に

よ
り
、大
阪
か
ら
の
参
加
者
10
名
を
含
む

30
人
以
上
の
同
期
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
会

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、可
愛
い
現
役
高

校
生
の
案
内
で
現
在
の
母
校
の
様
子
を

生
き
生
き
と
伝
え
る
ビ
デ
オ「
と
も
ち
ゃ

ん
の
大
手
前
な
う
」を
制
作
し
、上
映
し

ま
し
た
。撮
影
時
理
数
科
2
年
生
の
小
林

智
美
ち
ゃ
ん（
同
期
小
林
美
枝
子
さ
ん
の

次
女
）を
主
役
に
、彼
女
の
所
属
す
る
水

泳
部
の
仲
間
の
協
力
も
得
て
、合
格
発
表

の
日
を
含
む
計
4
回
に
わ
た
る
撮
影
を

敢
行
し
、予
想
以
上
に
母
校
へ
の
愛
が
溢

れ
る
現
役
学
生
た
ち
の
言
葉
や
表
情
を

ち
り
ば
め
た
作
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

美
枝
子
さ
ん
が
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
撮

っ
た
一
年
間
の
行
事
の
映
像
を
加
え
計

4
時
間
も
の
素
材
を
17
分
に
濃
縮
す
る

の
は
本
当
に
過
酷
な
作
業
で
し
た
が
、そ

れ
だ
け
に
愛
着
も
ひ
と
し
お
で
す
。 

総

会
当
日
、食
事
の
手
を
止
め
食
い
入
る
よ

う
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
つ
め
、リ
ア
ル

J
K（
女
子
高
校
生
）の
お
し
ゃ
べ
り
に
笑

い
、学
食
の
マ
ス
タ
ー
登
場
に
歓
声
を
あ

げ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
ご
様
子
が
、私

達
に
と
っ
て
何
よ
り
の
ご
褒
美
と
な
り
ま

し
た
。

　

阪
本
副
支
部
長
の
閉
会
の
言
葉
そ
の
ま

ま
に
、府
庁
の
隣
で
学
ん
だ
仲
間
と
時
を

経
て
都
庁
の
隣
の
ホ
テ
ル
で
集
う
の
を
今

年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
東
京
で

我
々
が
集
ま
る
こ
と
は
な
く（
一
部
の
親

友
同
士
で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
）、 

お
互
い
に
誰
が
東
京
に
来
て
い
る

の
や
ら
殆
ど
知
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、

総
会
の
当
番
幹
事
を
募
集
す
る
中
で
、一

気
に
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う
に
な
り
、

総
会
後
の
学
年
会
や
忘
年
会
を
開
催
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
会

う
旧
友
と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、

現
状
報
告
を
し
た
り
で
非
常
に
盛
り
上

が
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、私
の
付
き
合
い
が
悪
く
、総

会
後
の
学
年
会
を
開
催
し
た
き
り
で
、

忘
年
会
も
せ
ず
じ
ま
い
で
し
た
が
、諸
先

輩
方
を
見
習
い
、名
前
を
付
け
た
学
年

会
と
す
れ
ば
、ま
た
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ら
れ
る
か
も
。

百
歳
の

　
　
同
窓
生

◎
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て

ー
毎
日
を
規
則
的
に
生
活
す
る
事
だ
と
思

い
ま
す
。私
は
娘
夫
婦
と
三
人
暮
ら
し
で
、

家
族
は
忙
し
く
私
が
朝
昼
晩
と
後
片
付
け

を
し
ま
す
。
午
後
２
時
ご
ろ
か
ら
型
染
め

を
し
て
い
ま
す
が
、
七
十
八
才
の
時
ひ
ば

り
が
丘
教
会
で
一
回
だ
け
習
っ
た
も
の

で
、私
な
り
に
自
由
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。

父
母
の
墓
が
奈
良
県
の
富
雄
に
、
主
人
の

が
長
男
の
住
む
兵
庫
県
加
古
川
に
あ
り
、

毎
年
墓
参
り
が
春
で
す
。
去
年
は
秋
に
な

り
十
一
月
に
な
り
ま
し
た
。

　

◎
大
手
前
高
女
時
代
の
思
い
出

ー
在
学
中
の
こ
と
は
あ
ま
り
覚
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
学
校
が
望
遠
鏡
を
買
っ
た

時
、
夜
火
星
を
見
に
行
っ
た
事
。
そ
の

時
よ
り
天
文
に
興
味
を
持
っ
た
事
。

　
◎
東
京
支
部
で
覚
え
て
お
ら
れ
る
こ
と

は
？

ー
福
井
様
の
日
銀
総
裁
の
事
。
と
い
う

の
は
、
大
正
の
頃
日
銀
大
阪
支
店
長
の

結
城
様
の
お
嬢
様
と
小
学
校
の
同
級
生

で
あ
っ
た
の
で
す
。

昭
和
４
年
卒　

堀　

朝
子

Topics/News/Information 

編 集 後 記
東日本大震災の前に原稿が集まっており、そのまま掲載させて
いただきました。金蘭会員の被害状況の把握は難しく、知人の
情報等ご存じの方があれば、
上記連絡先または morilan0@nifty.com までお知らせ下さい。

昨年 8 月から、中川別荘の留守番をし
ています。名前はミー。ベランダや藤
棚をねぐらに、ご近所の皆様に可愛が
られています。たまにご主人が来ると
喉を鳴らして歓迎します。

Eco は、economy、ecology の接頭語で、
ギリシャ語の“oikos（家・家族）”が語源です。
言葉通り、かけがえのない家族、一人娘です。
明るく愛らしい子なので、漢字なら“笑子”
というところかしら

中川 淳司（昭和 49 年卒）

野中 智佳子（昭和 49 年卒）

ミーちゃん

Ecoちゃん

■会員数  2,655 名
　女性 1,205 45.4%
　男性 1,450 54.6%
■卒業年代構成  
　　  〜大正 15 年 14 0.5%
　昭和  2 〜 10 年 83 3.1%
　昭和 11 〜 20 年 246 9.3%
　昭和 21 〜 30 年 333 12.5%
　昭和 31 〜 40 年 649 24.4%
　昭和 41 〜 50 年 802 30.2%
　昭和 51 〜 63 年 446 16.8%
　平成元年〜 82 3.1%
　教職員 3 0.1%

●金蘭会東京支部データ●

●支部会計報告（平成 21 年度）（平成２1 年１月１日～１２月３１日）

  収入の部          金額（円） 支出の部         金額（円）
  前年度繰越 6,658,034 総会補助費 175,110
  支部会費  340,000 支部運営費 20,8088
             （内訳）            （内訳）
  終身会費分  250,000 会議費 10,233
  年会費分  90,000 事務所使用料 60,000
   会報印刷代 64,400
  雑収入  20,000 通信費 5,060
  貯金利息  1,054 HP 費用 23,100
   雑費 45,293
   次期繰越金 6,635,892
  合計 7,019,088 合計 7,117,291

※数字は 2011（平成 23）年 4 月 3 日現在）

 ● 仲間募集…「二
に

子
こ

玉
たま

会
かい

」
東急田園都市線二子玉川駅周辺で、異学年交流のできるラン
チ会です。昨年（第 6 回）は、「たん熊」に 24 名集まりました。
今年も 10 月の土日に開催予定です。住所不問、年齢不問、性
別不問、思想信条
不問に加え、性格
不問、容姿も不問
となっておりま
す。お 問 い 合 わ
せ、申し込みは竹
村まで。

連絡先：竹村　泉
（昭和 48 年卒）
☎ 045-984-6362
Ｅ mail：426izumi-t@e08.itscom.net
●支部会費

 年会費として千円、終身一括払いとして一万円をお願
いしております。既に終身一括払いをされた方は赤色
の振込用紙が同封されていないはずですが、万一同封
されている場合は、お手数ですが支部までお知らせく
ださい。

● 3 行広告、原稿募集
 出版本、個展、講演会、講習会、教室等の有料広告の
ほか、メンバーズボイス、趣味やペットコーナー等原
稿も募集しています。

●ご意見ご感想ほか問い合わせは、
総務・森まで（TEL.03-3829-1548）
または、金蘭会東京支部ホームページへ。

●金蘭会東京支部ホームページ
　http://www4.airnet.ne.jp/t-kinran/
　 支部の最新情報がご覧になれます。メールアドレス登録もこち

らからお願いします。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
支
部
会
員
の
中
に
は
被
害
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ご
無
事
を
切
に
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
穏
や
か
な
日
常
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



加
藤 

啓
子（
昭
和
46
年
卒
）

　

ま
ち
を
案
内
す
る
環
境
の
整
備
を
推
進
し
た

い
と
、岡
田
光
生（
S
46
卒・
在
大
阪
）が
理
事
長

と
な
り
2
0
0
6
年
に
設
立
し
ま
し
た
。公
共
交

通
機
関
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

施
設
の
設
置
、整
備
が
進
む
中
、こ
れ
ら
の
施
設

へ
の
案
内
は
充
分
と
い
え
る
の
か
、さ
ら
に
は
乗

り
換
え
や
出
口
へ
の
誘
導
な
ど
、解
り
や
す
い
案

内
地
図
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
か
、そ
ん
な

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
下
鉄
駅
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
移
動
経
路

を
解
り
や
す
く
し
た
案
内
図「
ら
く
ら
く
マ
ッ

プ
」を
開
発
。地
下
鉄
の
あ
る
全
国
9
都
市
の
事

業
者・行
政
の
協
力
を
得
て
案
内
コ
ン
テ
ン
ツ
を

整
備
し「
え
き
ペ
デ
ィ
ア
」シ
ス
テ
ム
と
し
て
展

開
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、地
下
鉄
全
7
2
1
駅
の
情
報
を
イ
ン
タ

竹
村 

泉（
昭
和
48
年
卒
）

　

現
在
は
い
ざ
知
ら
ず
、出
席
番
号
が
女
子
か
ら

始
ま
る
と
い
う
大
変
珍
し
い
高
校
に
入
っ
て
、

こ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
な
ん
だ
、と
思
い
ま
し

た
。め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
30
年
、再
会
し
た
の
は
支

部
総
会
の
幹
事
学
年
が
回
っ
て
く
る
前
の
年
の

2
0
0
3
年
で
し
た
。デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
の
ホ
テ

ル
ミ
ラ
コ
ス
タ
で
福
井
前
日
銀
総
裁
を
迎
え
た

総
会
の
準
備
に
奔
走
し
ま
し
た
。せ
っ
か
く
集
ま

っ
た
48
年
卒
同
期
で
何
か
始
め
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、男
女
共
同
参
画
の
N
P
O
法
人「
エ
ガ
リ

テ
大
手
前
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、全
国
の
主
要
都
市
の
子
育
て
ラ
ン
キ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。さ
ら
に
団
塊
世
代
の
定
年
、

少
子
化
が
問
題
に
な
り
、祖
母
で
は
な
く
祖
父
が

積
極
的
に
孫
育
て
に
関
わ
る「
ソ
フ
リ
エ
」講
座

構
想
が
芽
生
え
ま
し
た
。ソ
フ
リ
エ
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
り
、苦
節
5
年
で
や
っ
と
2
0
1
0
年
2
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◎旅は楽し　　　　　　　　　　　　二神 裕子（昭和 20 年 4 卒）
　昨年１０月、８２歳にして初めてパリに行ってきました。結婚５０
年の金婚式に凱旋門をデザインしたクィーンジュエリーを夫より贈
られて以来、本物の凱旋門を見たいと思っていましたが、遂に実現し
ました。
　パリ市内観光と美術館巡り、ベルサイユ宮殿、ノートルダム寺院、シ
ャンゼリゼ、セーヌ川クルーズ、芸術に囲まれ夢のように過ぎた日々。
そして洗練されたパリジェンヌに会いたいと思っていましたが、どこ
へ行っても中国の人で溢れていました。
　海外旅行歴は２３年、そのほとんどがハワイです。初めて行った時
の感激、これぞ楽園と思った所が近年様相は一変しました。デラック
スホテルのレストランが姿を消していたり、海外へ行くと世界の現状
が見えてきます。そして日本の姿も見えてきます。
◎長期滞在型オプショナルツアー　　　森 正雄 ( 昭和 44 年卒 )
　" 人生にはまさかの坂がある " とは、かの宰相のメイ言であるが、自
身にこのような災難が降りかかるとはゆめ思わなかった。
　４日間の豪州旅行を終えた早朝の成田。機外に出た途端めまいに襲
われ、ボーディングブリッジで倒れた。その結果、救急車によるノンス
トップの成田市内巡行と、三食看護付 13 日間滞在のオプショナルツ

アーを体験するに至った。病名は『急性肺血栓塞栓症」、所謂「エコノミ
ークラス症候群」である。搬送先の成田日赤の経験豊富なスタッフの
迅速・適切な処置でことなきを得た。これが復路ではなく、旅先で起き
ていたらと思うとぞっとする。
　予防策は２つ。機内での十分な水分補給と、末端の血行促進。皆様も
気を付けて下さい。
◎「恐るべきさぬきうどん」　　　　　　藤原 資子 ( 昭和 54 年卒 )
　香川県民のソウルフードをすっかりメジャーにしてしまったマス
コミの功罪については意見の分かれるところですが、その発端の 20
年前の香川の小さなタウン情報誌のメンバー＝麺通団＝により綴ら
れた同書に魅了され、５年ほど前からうどんめぐりをしています。
　セルフの店私のベスト５は、『財田町に入ったら満濃行く道を左に
折れて、途中で線路が右側にくっついてくるけん並んで走りよったら
右に山へ入るみたいな道があって、それピュっと右に入ってちょっと
行ってギャっち左曲がってクネクネッと山上がったらある」 「やまう
ち」のひやひや又はひやあつ、「谷川米穀店」の冷たいの、「山越」のかま
たま、「がもう」のあげのせぬくいかけ。そして自分で畑から葱をとって
刻む、飲める麺「なかむら」のぬくいかけ、トッピングは何と言ってもゲ
ソ天でしょう。

ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
、冊
子
や
観
光
マ
ッ
プ
な
ど
印

刷
物
で
の
提
供
、ま
た
i
P
h
o
n
e
ア
プ
リ
な

ど
モ
バ
イ
ル
で
の
情
報
提
供
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
新
潟
国
体
や
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ

ゲ
ー
ム
ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
食
博
覧
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
、ア
ク
セ
ス
案
内
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
や
国
際
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
優

秀
賞
を
受
賞
、す
ぐ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、シ
ス
テ

ム
で
あ
る
こ
と
の
評
価
も
得
ま
し
た
。

　
「
え
き
ペ
デ
ィ
ア
」は
、駅
の
案
内
だ
け
で
な

く
、周
辺
地
図
も
掲
載
さ
れ
、障
が
い
の
有
無
や

年
齢
に
係
わ
ら
ず
全
て
の
人
の
外
出
時
に
便
利

な
案
内
情
報
で
す
。今
後
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
他

の
交
通
機
関
へ
の
展
開
な
ど
、よ
り
広
く
ま
ち
の

案
内
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
ま
ち
の
案
内
推
進
ネ
ッ
ト・東
京
担
当
理
事
︶

月「
男
2
代
の
子
育
て
講
座
」が
北
九
州
市
と
の

共
催
で
実
現
し
ま
し
た
。次
に
千
代
田
区
、練
馬

区
、足
立
区
、三
重
県
と
続
き
、今
後
も
依
頼
が
来

て
い
ま
す
。講
座
を
受
け
る
と
、父
親
は「
パ
パ
シ

エ
」、祖
父
は「
ソ
フ
リ
エ
」 に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

次
々
に
古
久
保
俊
嗣
代
表
か
ら
提
案
さ
れ
る

企
画
の
中
か
ら
実
現
し
た
の
は
、今
風
の
子
育
て

事
情
に
つ
い
て
祖
母
を
も
対
象
に
し
た「
子
育
て

今
昔
物
語
」、遊
び
の
鉄
人「
あ
そ
ぶ
ぎ
ょ
う
」な

ど
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。N
H
K
や
T
B
S
、日

経
新
聞
等
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、家
族
か

ら「
飲
み
会
や
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん

だ
！
」。

　

代
表
に
言
わ
せ
る
と
、こ
の
年
に
な
っ
て「
こ

れ
ぞ
正
し
い
高
校
の
過
ご
し
方
」を
実
践
し
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。他
の
学
年
や
、大
手
前
出
身

者
以
外
も
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。興
味
の

あ
る
方
は
、是
非
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。

私 の 趣 味

まちの案内推進ネット

﹁
え
き
ペ
デ
ィ
ア
﹂
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

﹁
ソ
フ
リ
エ
﹂
講
座

エガリテ大手前

田中 孝司  さん
（昭和 50 年卒）

変
化
を
楽
し
むKDDI 代表取締役社長

昭和 54 年　京都大学工学部卒
昭和 56 年　京都大学大学院修了後、KDD（現 KDDI）に入社
昭和 60 年　スタンフォード大学大学院修了
平成 19 年　UQ コミュニケーションズ代表取締役社長就任
平成 22 年　KDDI 代表取締役社長就任
阪神タイガーズファン

通
信
業
界
の
変
化
は
激
し
い
。昭
和
56
年
に
K
D
D（
現

K
D
D
I
）に
新
卒
で
入
社
し
て
、30
年
が
経
つ
。入
社

当
時
は
、国
内
通
信
は
N
T
T
、国
際
通
信
は
K
D
D
と
い
う

独
占
時
代
で
、K
D
D
の
国
際
電
話
事
業
は
、企
業
の
海
外
進

出
ラ
ッ
シ
ュ
に
伴
う
高
度
成
長
を
謳
歌
し
て
い
た
が
、昭
和
60

年
に
国
際
通
信
の
独
占
が
崩
れ
、平
成
10
年
に
は
国
内
通
信
も

規
制
緩
和
さ
れ
、大
競
争
時
代
に
突
入
し
た
。

　

最
盛
期
は
、国
際・
国
内
長
距
離
事
業
で
35
社
、移
動
体

事
業
で
90
社
が
切
磋
琢
磨
し
て
競
争
し
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
後
は
、移
動
通
信
事
業
者
を
中
心
に
事
業
者
再
編
が

進
み
、現
在
は
、N
T
T
グ
ル
ー
プ
、K
D
D
I
グ
ル
ー
プ
、

S
o
f
t
b
a
n
k
グ
ル
ー
プ
、地
域
事
業
者
7
社
等
と
な
っ

て
い
る
。当
時
、K
D
D
が
ほ
ぼ
独
占
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
た
国
際
電
話
は
、K
D
D
I
で
2
6
0
0
億
円
も
の
売

り
上
げ
が
あ
っ
た
が
、現
在
は
、電
子
メ
ー
ル
や
S
k
y
p
e

に
置
き
換
わ
り
、5
9
0
億
円
規
模
、４
分
の
１
以
下
に
縮
小

し
て
い
る
。

　

一
方
、現
在
、K
D
D
I
の
75
％
の
売
り
上
げ
を
担
う
移
動

通
信
事
業（
い
わ
ゆ
る
a
u
事
業
）は
、平
成
6
年
で
は
市
場
規

模
8
7
0
0
億
円
で
あ
っ
た
が
、15
年
の
う
ち
に
、約
8
倍
、

6.
9
兆
円
と
な
り
、国
民
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。待
ち
合
わ
せ
場
所
を
事
前
に
確
認
し
て

い
な
く
て
も
携
帯
電
話
を
使
え
ば
な
ん
と
か
目
的
を
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
、道
に
迷
っ
て
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
案
内
し
て
く

れ
る
便
利
な
機
能
も
あ
る
。ま
た
、電
車
の
中
を
見
渡
す
と
半

分
以
上
の
乗
客
は
、携
帯
で
メ
ー
ル
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。

世
の
中
が
良
く
な
っ
た
か
悪
く
な
っ
た
か
判
断
を
横
に
置
け

ば
、確
実
に
国
民
生
活
に
根
付
い
て
い
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、業
界
の
成
長
を
支
え
た
移
動
通
信
事
業

も
、普
及
率
が
9
1.
5
％
に
も
な
り
、成
長
限
界
を
迎
え
つ
つ

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。企
業
の
経
営
者
に
な
る
と
常
に
成

長
が
求
め
ら
れ
る
が
、成
長
限
界
が
叫
ば
れ
て
い
る
携
帯
電

話
も
i
P
h
o
n
e
で
始
ま
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
ブ
ー
ム
で
再
度
成
長
が
可
能
に
な
る
兆
し
も
あ
る
し
、

さ
ら
に
は
、フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
等
の
家
電
機
器
ま
で
通
信
機

能
が
組
み
込
ま
れ
新
た
な
成
長
の
芽
が
出
始
め
て
い
る
こ
と

を
思
う
と
、世
の
変
化
は
あ
り
が
た
い
。

　

最
近
、K
D
D
I
で
は
携
帯
ユ
ー
ザ
向
け
の
銀
行
や
損
保

も
始
め
た
。広
い
世
界
や
将
来
に
目
を
向
け
る
と
、ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
は
無
限
に
存
在
す
る
し
、未
来
の
変
化
を
楽
し
む

こ
と
を
心
が
け
る
と
、ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
。成
長
を
求
め
ら

れ
る
経
営
者
に
と
っ
て
、困
っ
た
と
き
の
発
想
の
転
換
と
は

よ
く
い
っ
た
も
の
で
、改
め
て
重
要
な
こ
と
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。

私
と
パ
ー
ス︵
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
︶と
の
出
会
い

昭和 28 年　大手前高校卒業と同時にパイロット萬万年筆㈱（現
パイロット㈱）に入社
昭和 36 年　野田順弘（当時近鉄百貨店の社員）と結婚。
昭和 40 年　パイロット㈱を退社、一時家庭に入る。夫が近鉄をや
めて次の会社に入社したが、5年後親会社に吸収されるに当り退職。
昭和 43 年　4 月夫婦で大阪市西区に㈱大阪ビジネスを設立。5
年後㈱オービックに社名変更、現在に至る。

野田 みづき  さん
（昭和 28 年卒）

㈱オービック取締役相談役

今
か
ら
約
二
十
年
程
前（
日
本
で
は
バ
ブ
ル
期
に
入
っ
て
い

ま
し
た
）、私
達
夫
婦
で
初
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ゴ

ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
へ
旅
行
し
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
は

当
時
ま
だ
開
発
途
上
で
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
緑
が
多
く
海
が
近
く

す
ば
ら
し
い
処
で
し
た
。物
価
も
安
く
食
物
も
安
く
て
お
い
し

か
っ
た
の
で
、一
度
は
こ
う
い
う
処
で
住
ん
で
み
た
い
と
も
思

い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
度
々
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
行
く
様
に

な
っ
た
の
で
す
が
、行
く
度
に
物
価
が
高
く
な
り
日
本
人
と
韓

国
人
が
多
く
な
り
ハ
ワ
イ
と
同
じ
雰
囲
気
に
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。あ
る
時
空
港
迄
の
リ
ム
ジ
ン
に
乗
っ
た
ら
日
本
人
の

ド
ラ
イ
バ
ー
で
し
た
。世
間
話
を
し
て
い
る
中
に
パ
ー
ス
へ
行

く
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
、一
度
パ
ー
ス
と
い
う
処
に
行
き
た
く

な
り
、次
回
は
パ
ー
ス
へ
行
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。パ
ー
ス
は
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
イ
ン
ド
洋
に
面
し
て
、当
時
も
今
も
成
田

か
ら
直
行
便
が
週
三
便
出
発
し
て
い
ま
す
。季
節
は
日
本
と
全

く
反
対
で
、日
本
が
冬
の
と
き
に
は
非
常
に
暑
く
、夏
の
と
き
に

は
日
本
の
晩
秋
位
の
温
度
で
す
。当
時
の
空
港
は
日
本
の
地
方

の
空
港
と
似
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

空
港
と
し
て
立
派
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ス
の
街
は
非
常
に
落
ち
着
い
た
英
国
風
で
、ス
ワ
ン
川

に
沿
っ
て
街
が
で
き
た
感
じ
で
す
。近
年
川
の
向
う
側
が
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
開
発
さ
れ
、そ
こ
に
白
い
大
き
な
す
ば
ら
し
い

建
物
の
バ
ー
ス
ウ
ッ
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
有
り
ま
す
。ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
も
隣
接
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
十
数
年
間
、年
に
二
～

三
回
こ
の
ホ
テ
ル
に
一
週
間
滞
在
し
て
、昼
は
ゴ
ル
フ
、夜
は
毎

日
違
っ
た
食
事
を
す
る
事
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
は
ホ
テ
ル

で
カ
ジ
ノ
を
楽
し
む
事
が
私
達
の
日
頃
の
忙
し
さ
を
吹
き
と
ば

し
て
く
れ
ま
す
。パ
ー
ス
に
は
色
々
の
人
種
が
住
ん
で
い
ま
す

が
比
較
的
に
の
ん
び
り
と
し
て
、ホ
テ
ル
の
従
業
員
も
皆
親
切

に
し
て
く
れ
る
の
で
居
心
地
が
大
変
良
い
の
が
な
に
よ
り
で

す
。又
ホ
テ
ル
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
風
景（
美
し
い
川
と
緑
の
中

に
季
節
の
花
が
処
々
に
咲
い
て
い
る
）が
心
を
な
ご
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

私
達
は
第
二
の
故
郷
の
様
に
パ
ー
ス
に
親
し
み
を
感
じ
て
い

ま
す
。

東京支部

http://egaliteo.com/home

▶千代田区「男 2 代の子育て講座
（目指せ！ソフリエ・パパシエ）」
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同窓生が設立したNPO法人


